
マイ避難カード＆わが家の避難計画

•背景・目的
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成果：オールハザード、フェーズフリーをコンセプトとした2種の避難ツールを開発

経緯：富士山噴火時の溶岩流からの避難を想定した警戒避難態勢構築ワークショップを
通して、「何をもって避難したら良いかわからない」という住民の声を受けて、
開発を着想。



警戒避難態勢構築ワークショップの概要

実施項目 実施時期 内容

住民意識調査
Ｒ
３
年

9～10月頃 住民の火山防災意識を事前調査

第１回WS
市：10月15日
町：11月29日

防災意識調査に基づき火山防災講習会を実施

第２回WS
Ｒ
４
年

市：5月13日
町：5月19日

溶岩流からの避難時の課題抽出

第３回WS
市：7月14日
町：7月7日

富士山噴火マイ避難カード（素案）の作成と修正案の検討

第４回WS
Ｒ
５
年
市：1月31日 富士山噴火マイ避難カード（素案）の修正と意見聴取

WS参加者の概要

精進湖住民（富士河口湖町）：10名（男性2名，女性8名）

富士吉田市市役所職員 ：21名（男性14名，女性7名）
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2022.7.7＠富士河口湖町精進出張所

2022.7.14＠富士吉田市役所大会議室
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警戒避難態勢構築ワークショップの結果

• 非常時持出し品の選定

• 避難方法の確認

• 家族との安否確認・連絡手段

溶岩流からの避難の課題

すべての災害に共通

コンセプト１

オールハザードに対応

• 掲載する情報の精査、デザイン・サイズ感の修正

富士山噴火マイ避難カード（素案）への修正案

屋内退避のための備蓄いのちを守るための持ち出し品

富士山噴火
マイ避難カード

記入日 ： 年 月
次回更新日： 年 月

噴火警戒
レベル

住民の行動・心構え

危険な居住地域から避難等が必要

警戒が必要な居住地域での避難の準
備、災害時要援護者の避難等が必要

通常の生活、状況に応じて災害時
要援護者の避難準備等登山禁止
入山規制等危険な地域への立入規制

通常の生活火口周辺への立入規制

レベル1
活火山である
ことに留意

通常の生活状況に応じて
火口内及び近傍への立入規制

避難時の移動方法

避難を始めるタイミング

避難先の名前

富士吉田市役所
山梨県富士吉田市下吉田六丁目１番１号 TEL：0555-22-1111

山梨県 富士山科学研究所
山梨県富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-1 TEL：0555-72-6211

山梨大学 地域防災・マネジメント研究センター

一緒に暮らす家族の情報

一緒に暮らしていない家族・親戚や知人など

避難時に必要な連絡先

コンセプト２

フェーズフリー

平常時から富士山噴火マイ避難カード
を活用することにより，災害時の円滑
な活用につなげる

携帯する必要がある情報
・家族の連絡先
・集合場所

携帯する必要のない情報
・避難方法
・非常時持ち出しリスト
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他の事例に比したマイ避難カードの特徴

カード所有者が必要な情報を掲載

事例１

事例２

カード所有者自身の情報を掲載

出展：災害・避難カード事例集，内閣府
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わが家の避難計画の特徴

誰でも必要となる非常時持ち出し品を選定

行政からの支援物資として調達できる物品、

コンビニやスーパーで購入できる物品以外

の物品非常時持ち出し品を選定

非常時持ち出しリストは他の事例を参照

常時観測火山を有する自治体、水害や地震
の被害を経験した自治体が発行する非常時
持ち出しリストと本リストと比較

→・災害経験を有する自治体特有の非常
時持ち出し品は確認できず
・ゴーグル以外の品目は，ハザードの
種別によらず共通
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色やデザインに関する検討
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フェーズフリー

• クレジットカードサイズで財布に常備
• 普段はスマートフォンの電池が切れた
場合の連絡先確認に使用

• B3サイズにして、「片面をゴミの分別表を印刷す
る」、「地元企業の広告を掲載する」などするこ
とにより、日常時から活用することが可能
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